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【発表のポイント】 

⚫ 成人先天性心疾患注1 患者の健康関連 QoL（quality of life: 生活の質） 注２は、

一般人口と比較して有意に低下し、特に若年世代で顕著でした。 

⚫ 身体的健康度の低下には、未就労状態や小児期の体育・運動部への参加制限

が関連し、精神的健康度の低下には喫煙、学生以外の状態、同居する家族人数

の減少が関連しました。 

⚫ 本研究の成果は、成人先天性心疾患患者の健康関連 QoL を改善させるための

将来の介入プログラムや支援策の一助となることが期待されます。 

 

【概要】 

小児期の治療の進歩により、成人先天性心疾患患者は急速に増加しています。同

疾患の患者は精神的、社会的困難を生じる状態にあることから、近年、患者の健康

関連 QoL  が注目されています。しかし、健康関連 QoL  の予測因子を同定する研究

はほとんど行われていませんでした。 

東北大学大学院医学系研究科循環器内科学分野の安田聡教授、建部俊介准教

授らの研究グループは、東北大学病院および国内の成人先天性心疾患診療センタ

ー3  施設による多施設共同横断研究に登録された患者の臨床データを解析し、①成

人先天性心疾患患者の健康関連QoL は、身体的健康度は一般人口と比較して有意

に低下しており、特に若年世代で顕著であること②身体的健康度の低下には、未就

労状態や小児期の体育・運動部への参加制限が関連すること③ 精神的健康度の低

下には喫煙が、増加には学生状態や同居家族人数が多いことが関連することを明ら

かにしました。本研究成果は、日本の成人先天性心疾患患者の健康関連  QoL  とそ

の低下に関連する因子を初めて明らかにしたもので、今後、こうした患者への新たな

介入プログラム・支援策の開発に繋がることが期待されます。 

本研究成果は 2023 年 9 月 5 日（日本時間）に、日本循環器学会の学会誌 

Circulation Journal  にオンライン掲載されました。 



【詳細な説明】

研究の背景 

小児期における先天性心疾患の治療成績の改善とともに、成人期に達する先天性

心疾患の患者数は世界的に増加し続けています。このような慢性心疾患の状態は、

心理的社会的困難を引き起こすため、近年、成人先天性心疾患患者の健康関連  

QoL  が注目されるようになりました。中でも、多国間での比較において、日本の成人

先天性心疾患患者の健康関連 QoL  は、15 カ国の中で最も低いことが報告されてい

ます。  この他、いくつかの先行研究が行われていますが、参加人数が小規模であっ

たり、独立した予測因子を同定する多変量解析を用いていなかったりと、エビデンス

構築は十分でない状況でした。 

 

今回の取り組み 

東北大学大学院医学系研究科循環器内科学分野の安田聡教授、建部俊介准教

授らの研究グループは、東北大学病院を研究代表施設とし、他の国内の成人先天性

心疾患診療センター3  施設と行った多施設共同横断研究のデータベースを用いて、 

1,025 人の成人先天性心疾患患者（平均年齢：34 歳、女性：54％）の健康関連 QoL

を検討しました。本研究では、健康関連 QoL  の評価に SF-36  注３を用い、算出される 

2 つの要約スコア、“身体的健康度”および“精神的健康度”と臨床因子あるいは社

会・生活環境因子との相関を、線形回帰分析を用いて検討しました。 

その結果、成人先天性心疾患患者の身体的

健康度は一般人口と比較して有意に低下して

おり、特に若年世代で顕著に低下していること

がわかりました（図１）。また他の臨床的および

社会環境的因子で調整した後でも、未就労状

態や小児期の体育や運動部への参加制限

は、身体的健康度の低下と関連することが認

められました。一方、精神的健康度の低下に

は喫煙が、増加には学生状態や同居する家

族人数が多いことなどが関連しました（図２）。 

 

今後の展開 

本研究成果は、これらの関連する因子のいくつかは、この集団における健康関連 

QoL を改善するための将来の介入プログラムや支援策の標的となりうることを示唆し

ました。 



図 1. SF-36 のサマリースコアを用いた成人先天性心疾患患者と一般人口の健康関

連  QOL  の 比 較 （ 左 ：  身 体 的 健 康 度 、 右 ： 精 神 的 健 康 度 ） 
 

20‐79 歳までの全体において、身体的健康度は、一般人口と比較し有意に低下して

いる。また世代別では、20～40 代の若年世代で低下は顕著である。 

 

図 2. 身体的健康度、精神的健康度の低下と有意な関連を示した臨床的因子、社会・

環境的因子（多変量解析） 

身体的健康度の低下と関連した因子には臨床的因子に加え、無職、小児期の体育・

運動部への消極的な参加が挙げられた。一方、精神的健康度の低下には、学生以

外の状態、小児期の運動部への消極的参加、同居家族人数の低下、現在の喫煙の

社会・環境的因子が関連していた。 
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【用語説明】 

注1. 成人先天性心疾患：生まれつきの心臓病（先天性心疾患）を持った患者が成

人期に達した場合のこと。外科的・内科的治療の進歩により、近年、患者数が

急速に増加している。 

注2.  健康関連 QoL(Quality of life：生活の質)：病気や治療が生活の身体的、心

理的、社会的側面に及ぼす影響についての患者の一般的な認識を表す多領域

の概念。 

注3.  SF-36 ：健康関連 QoL を測定するための、科学的な信頼性・妥当性を持つ

尺度。36 項目の質問から構成され、特定の疾患によらない包括的な健康概念

を、8 つの領域によって測定する。また 8 つの下位尺度をもとに、2 つの要約ス

コア“身体的健康度”と“精神的健康度”を算出することが可能。 
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